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生殖医療のお話
その14 
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1. 着床前診断（以下本法）は極めて高度な技術を要する医療行為。

2. 実施者は、高度の知識・技術を習得した医師であり、出生前診 

　断の豊かな経験を有していることを必要とする。

3. 本法を実施する医療機関は、すでに出生前診断に関して実績を

　有することを必要とする。

　施設認可申請を行い、本会における審査を経て許可を得なけ　

　ればならない。

4. 原則として重篤な遺伝性疾患児を出産する可能性のある場合　

　に限り適用される。但し、染色体異常に起因すると考えられ　

　る習慣流産も対象とする。

                                   以下略

〔表１〕着床前診断」に関する見解（抜粋）
日本産科婦人科学会　2010年6月26日改訂

着床前受精卵遺伝子スクリーニング
(ＰＧＳ：Preimplantation Genetic Screening)

　

今
回
は
、
着
床
前
受

精
卵
遺
伝
子
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（
着
床
前
診

断
）
を
取
り
上
げ
解
説

す
る
。

・ＩＶＨ大阪（大阪市）
・加藤レディースクリニック（東京都）
・慶應大学（東京都）
・札幌医科大学（札幌市）
・セントマザー産婦人科医院（北九州市）
・セントルカ産婦人科（大分市）
・名古屋市立大学（名古屋市）
・英ウイメンズクリニック（神戸市）

〔表２〕ＰＧＤ実施に関する認可施設一覧
（日本産科婦人科学会）

あいうえお順
出典：日本産婦人科学会ホームページ

着
床
前
診
断
と
は
？

　

体
外
受
精
で
得
ら
れ
た
受

精
卵
の
染
色
体
（
あ
る
い
は

遺
伝
子
）
を
調
べ
て
異
常
な

受
精
卵
は
廃
棄
し
、
正
常
な

受
精
卵
だ
け
を
子
宮
に
移
植

す
る
の
が
着
床
前
診
断
で
あ

る
。
受
精
卵
の
染
色
体
を
調

べ
る
方
法
に
は
、
ダ
ウ
ン
症

の
原
因
と
な
る
染
色
体
な

ど
、
一
部
の
染
色
体
だ
け
を

調
べ
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
法
と
、
す

べ
て
の
染
色
体
を
調
べ
る

比
較
ゲ
ノ
ム
ハ
イ
ブ
リ
ダ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法 

（
Ｃ
Ｇ
Ｈ

法
）
の
２
通
り
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
特
定
の
遺
伝

疾
患
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

て
受
精
卵
の
染
色
体
（
あ
る

い
は
遺
伝
子
）
を
調
べ
る
場

合
に
は
、
着
床
前
受
精
卵

遺
伝
子
診
断
（
Ｐ
Ｇ
Ｄ
：

Preimplantation Genetic 
Diagnosis

）
と
呼
ば
れ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｐ
Ｇ
Ｓ
と
Ｐ
Ｇ

Ｄ
を
合
わ
せ
て
「
着
床
前
診

断
」
と
し
て
解
説
す
る
。

着
床
前
診
断
の
実
際

　

着
床
前
診
断
の
実
際
を

［
図
］
に
示
し
た
。
ま
ず
、

体
外
受
精
（
通
常
精
子
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
混
入
を
避
け
る
た
め
受

精
の
手
段
と
し
て
は
顕
微
授

精
が
用
い
ら
れ
る
）
で
得
ら

れ
た
受
精
卵
を
８
細
胞
に
発

育
さ
せ
る
。
次
に
、
透
明
帯

に
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
て
細

胞
１
個
を
取
り
出
せ
る
だ
け

の
開
口
を
開
け
る
。
こ
の
開

口
よ
り
ピ
ペ
ッ
ト
を
挿
入

し
、
１
個
の
細
胞
を
吸
引
し

て
取
り
出
す
（
図
１
）

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
法
（fluoresc-

ence in situ hybridizati-
on

）
で
は
、
目
的
と
す
る
染

色
体
と
特
異
的
に
結
合
す
る

蛍
光
物
質
で
標
識
し
た
Ｄ
Ｎ

Ａ
プ
ロ
ー
ブ
を
用
い
て
染
色

体
数
を
調
べ
る
。［
図
２
］

で
は
、
18
番
染
色
体
２
本
、

Ｘ
染
色
体
１
本
、
Ｙ
染
色
体

１
本
、
調
べ
た
範
囲
で
は
健

康
男
児
と
診
断
さ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｈ
法
（Comparative 

genomic hybridization

）

で
は
、
正
常
サ
ン
プ
ル
と
比

較
し
て
検
体
の
染
色
体
数
の

増
減
を
検
出
す
る
。［
図
３
］

で
は
、
４
番
染
色
体
は
減

少
、
７
番
染
色
体
は
増
加
し

て
お
り
、
染
色
体
異
常
と
診

断
さ
れ
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
法
、
Ｃ
Ｇ
Ｈ
法

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
法
で
は
限
ら
れ
た
染
色
体

し
か
検
査
で
き
な
い
こ
と
、

蛍
光
顕
微
鏡
を
用
い
た
診
断

と
な
る
た
め
、
時
と
し
て
診

断
が
困
難
な
こ
と
が
あ
り
、

近
年
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｈ
法
が
主
流

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

着
床
前
診
断
に
対
す
る

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
立
場

　

着
床
前
診
断
が
安
易
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
は
生
命
の
選

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
は
公
開
倫
理
委
員
会

を
開
催
し
て
審
議
し
、
着
床

前
診
断
は
重
篤
な
遺
伝
性
疾

患
に
限
っ
て
臨
床
研
究
と
し

て
行
う
と
い
う
規
則
を
作
成

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
法
の
実
施
者

は
、
生
殖
医
学
に
関
す
る
高

度
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し

た
医
師
で
あ
り
、
か
つ
遺
伝

性
疾
患
に
対
し
て
深
い
知
識

と
出
生
前
診
断
の
豊
か
な
経

験
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
と
し
、
審
査
に

よ
っ
て
認
可
を
受
け
た
施
設

の
み
で
行
い
、
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
１
例
ご
と
に
倫

理
委
員
会
で
審
査
を
行
う
と

し
て
い
る
。

　
［
表
１
］
に
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
の
「
着
床
前
診
断

に
関
す
る
見
解
」
を
抜
粋
し

た
。［
表
２
］
に
Ｐ
Ｇ
Ｄ
実

施
に
当
た
っ
て
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
の
認
可
を
受

け
た
施
設
の
一
覧
を
示
し

た
。

「
着
床
前
診
断
」報
道
に
関
す
る

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
声
明

　

こ
の
よ
う
に
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
で
は
、
生
命
の
選

別
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
着

床
前
受
精
卵
遺
伝
診
断
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
き

た
が
２
０
１
２
年
、
施
設

認
定
を
受
け
て
い
な
い
施

設
で
倫
理
審
査
を
経
ず
に
、

着
床
前
受
精
卵
遺
伝
診
断
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
た
。
こ
の
報
道
を
受
け
、

同
年
７
月
に
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
は
声
明
を
出
し
た
。

こ
の
声
明
の
要
点
を
ま
と
め

る
。

　

①
「
着
床
前
診
断
」
は
新

し
い
技
術
で
あ
り
、
そ
の
有

用
性
と
と
も
に
、
安
全
性
な

ら
び
に
倫
理
性
を
十
分
に
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

②
本
診
断
法
に
反
対
す
る

立
場
か
ら
の
意
見
も
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

　

③
「
着
床
前
診
断
」
が
妊

娠
率
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う

科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
な

く
、
国
民
に
過
剰
な
期
待
と

誤
解
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

④
前
記
の
理
由
か
ら
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
遵
守
を
要

求
す
る
。

岐
路
に
立
つ「
着
床
前
診
断
」

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
通

り
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

は
着
床
前
診
断
の
実
施
に
慎

重
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、［
表
2
］
に
示

し
た
通
り
、
わ
が
国
に
は
着

床
前
診
断
を
実
施
で
き
る
認

可
施
設
は
10
施
設
も
な
い
。

ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は

１
例
１
例
の
倫
理
審
査
が
必

要
で
あ
り
、
申
請
し
て
か
ら

実
施
の
許
可
を
得
る
ま
で
通

常
半
年
前
後
を
必
要
と
し
て

い
る
。

　

一
方
で
、
切
実
に
着
床
前

診
断
を
望
む
患
者
の
中
に
は

高
齢
の
た
め
時
間
的
余
裕
の

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。ま
た
、

重
篤
な
遺
伝
性
疾
患
に
限
っ

て
許
可
さ
れ
る
た
め
、
両
親

に
特
別
な
遺
伝
的
異
常
を

認
め
な
い
も
の
の
、
受
精
卵

の
染
色
体
異
常
が
繰
り
返
さ

れ
、
そ
の
結
果
流
産
を
繰
り

返
す
症
例
に
は
実
施
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。こ
れ

ら
の
患
者
は
流
産
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
深
く
傷
つ

い
て
い
る
。

　

日
本
産
婦
人
科
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
現
場

の
「
着
床
前
診
断
」
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
と
乖
離
し
つ
つ
あ

る
。

　

13
年
12
月
22
日
、
東
京
で

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
主
催

の
「
着
床
前
診
断
」
に
関
す

る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
目
的
は
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
現
場
の
「
着
床
前
診

断
」
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
と
乖

離
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
て
、「
着
床
前
診
断
」

に
つ
い
て
広
く
一
般
の
方
々

の
声
を
聴
く
こ
と
と
さ
れ

た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
遺
伝
を
専
門
と
す
る
大

学
教
官
や
一
般
医
師
が
意
見

を
述
べ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

異
な
る
立
場
に
立
っ
て
お

り
、
結
果
的
に
議
論
が
噛
み

合
わ
ず
「
着
床
前
診
断
」
に

関
す
る
今
後
の
方
向
性
が
見

つ
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
産
科
婦
人

科
学
会
が
こ
の
よ
う
な
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
こ
と

は
、
今
後
、
現
場
で
「
着
床

前
診
断
」
を
切
実
に
望
む
も

の
の
、
こ
の
診
断
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
患
者
が
少

な
く
な
い
現
状
を
改
善
で
き

る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

「
着
床
前
診
断
」に
関
す
る

日
本
産
科
婦
人
科
学
会

主
催
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〔図３〕ＣＧＨ法

〔図１〕割球生検

〔図２〕ＦＩＳＨ法

ＰＧＳの実際


